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ーク・エンゲイジメントがある。Job Demand-Resource Model（JD-R Model）では、仕事
の要求度を規定要因としてストレス反応と健康問題の関連を説明する健康障害プロセスと、
仕事の資源を規定要因としてワーク・エンゲイジメントとポジティブな行動を説明する動
機づけプロセスについて示されている。また、NIOSH (The National Institute for 





























福岡県内にある 200 床以上の 3 か所の一般病院に勤務する女性看護師 1225 人を対象に、
無記名自記式質問紙横断調査を行った。回収人数は 650 人（回収率 53.1％）、有効回答人数
は 612 人（有効回答率 50.0％）であった。有効回答者 612 人について、多重役割（妻また
は母親役割）の有無、スピルオーバー、コーピング特性、仕事の要求、仕事の資源とワー
ク・エンゲイジメントとの関連について重回帰分析を用いて評価した。その結果、就労す
る女性看護師のワーク・エンゲイジメントはわが国の女性労働者とほぼ同様に低い状態で
あったが、多重役割のある女性看護師のワーク・エンゲイジメントは多重役割がない女性
看護師より高かった。また、重回帰分析の結果、就労する女性看護師のワーク・エンゲイ
ジメントに関連する要因として、FWPS、仕事の資源、コーピング方略の「視点の転換」「積
極的問題解決」「回避と抑制」、多重役割が抽出された。以上より、就労する女性看護師が
仕事に対してポジティブで充実した心理状態を維持・向上するためには、多重役割を担う
ことが強みとなり得ることに加え、仕事上の支援や個人による効果的なコーピングだけで
なく、家庭からのポジティブな影響を最大限に活かすための家族との関係を良好に保てる
ような支援が重要であることが示唆された。 
